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題 消費空間における効用関数の存在の仮定と逆問題
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私の数理経済学は、消費空間のコンパク ト性 と最大効用点の存在を仮定する。こ

の過程において、数学上おもしろい問題を発見 したので、ここに報告する。
まず、数理経済学において、よく用い られる、擬順序 とい う概念を復習 してお

く。

擬 I贋序 とは、集合 Sが あつた場合で、 x, y, z∈ Sの ときに、関係 「≦」に対
して次の仮定を満たすものである。

(1)完 備法則  :x≦ yま たは y≦ xの うち少なくとも一方が成立する。
(2)推 移法貝J :x≦ yかつ y≦ z⇒ x≦ z
さらに、よくご存 じの通 り、次の法則を満たす とき、 「順序」と呼ボ。

(3)反 対称法則 :x≦ yかつ y≦ x⇒ x=y

次に私の消費空間を構成する。

(1)集合 Sは Dn(n次 元球)と 同相で convexな n次元■ンパク ト多様体
である。     |
(2)Sの 中に選好関係 とい う擬順序 「≦」が定義される。
(3)そ の選好関係は (0, 1)∋ tお よび x, y∈ Sに対して
x～ yを x≦ yかつ y≦ xと 定義するとき、異なる2点 x、 yに対 して
x～ y⇒ (1-t)・ x+t・ y>yが 成立する8
つまり、同効用曲線が cohvexで あることを仮定する。
(4)集合 Sにおいて～は同値関係 となる。この同値関係による商集合をS/ん と
すると、自然な順序関係が定義される。この時、
S/～ と [0, 1]の間に、連続な順序同型写像が存在するものとする。
経済学では、これを効用関数 と呼ぶ。

(問題 )

以上の仮定において、集合 Sの 中の同効用曲線は、一点、 n-1次 元円板、また
は、 n-1次 元球面のいずれかに同相である。

上記、問題を考えたが、私の能力では、解けなかったので、ここに報告し、皆様
の英知をおかりして、解決 しようと思つたしだいです。
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